
36105 ファッションとカルチャー 
Fashion and Culture

⻑⾕川えり⼦ 専門 1 選択 1・2後期

ファッションを⽂化的な側⾯からとらえ、⽣活様式との関連性について考える。世界的に注目されている、⽇本の「かわいいファッション」
について、全容を捉えると同時にファッション⽂化が⽣み出された背景についても探っていく。また、世界のファッション⽂化について、様
相や伝統⾐裳の⾯から調査し、地域別に特徴をとらえる。授業では、グループワーク、個⼈ワークを通して、テーマ設定した内容について課
題解決できる能⼒を養っていく。また、ファッションを通して、広い視野と柔軟な思考を⾝に付け、ライフスタイルを考える中で、独⾃の発
想や表現⽅法を⾒出していく。

① かわいいファッションに出現背景とスタイルの特徴を学び、かわ 
 いい⽂化について考える。 
② ⽇本の伝統⽂化を学び、ジャポニズムとしてのファッションの特 
 徴を捉える。 
③ 世界のファッション⽂化について特徴を捉え、分析する。

① かわいいファッションの特徴から、かわいい⽂化を発表することができる。 
② ⽇本の和服の種類、柄、特徴をとらえ、伝統美、職⼈技を知り、説明すること
ができる。 
③ テーマ設定した国を調査し、伝統⾐裳、婚礼⾐裳などの特徴および⽂化との関
わりを調べ、発表することができる。

グループワークでは、積極的に役割分担を考え、能率良く作業を進める。     

グループワーク、個⼈ワークともに、課題解決するための調査⽅法を考え実践する。

到達目標（テーマ発表）に達成するための課題を考えながらワークを進める。   

授業で修得した知識をもとに新しい発想のもと課題に対して各⾃のテーマ設定を⾏う。

発表会では、聴講者の反応を⾒ながら、聞きやすいスピード、話し⽅を意識して発表する。

発表会では、問題意識を持ち、評価点を⾒出しながら聞く。

無断⽋席をせず、授業が円滑に進⾏するようルールを守ることができる。

テキスト：毎回プリントを配布する。 
参考⽂献：なし 

他科目との関連：なし 
資格との関連：なし 

普段からファッションに関⼼を持ち、ファッ
ション雑誌、インターネットなどにより様々な
ファッションに触れるように⼼がけよう。ま
た、⽣活全般にも興味を持ち、いろいろなシー
ンでの⽂化体験を⾏いましょう。

 グループワークで課題を進めていくので、メンバーと協
⼒する。⽋席した場合、時間外で補習する。



   
   
   
 30

・授業のプリントや課題を丁寧にわかりやすくまとめる。 
・他者の発表を聞いて、良い点を⾒つけ、⾃分の⾔葉で記述す
ることができる。 
・提出したプリントは、不備な点は指摘し、良い点は評価して
フィードバックする。 

   
   
   
 60

・課題をグループ、または個⼈でまとめ上げ、プレゼンを⾏い成果発表
する。 
  パワーポイントは、わかりやすい構成を目指し、調査内容を明 
  確に表現されているかを評価する。 
  発表では、声の⼤きさや話し⽅を⼯夫しているかを評価する。 
  発表に対して、内容をしっかり捉え適切な質疑応答ができたか 
  を評価する。 

（主体性）グループワークでは、役割分担を考え、能率良く進めている
か。 
（実⾏⼒）課題解決するための調査⽅法を考え⼯夫しているかを発表内容
で確認する。 
（課題発⾒⼒）課題に対してどのように取り組み、解決したのかを発表で
きているかを発表内容で確認する。 
（創造⼒）課題研究のテーマ設定で授業で修得した知識をもとに新しい発
想のもと取り組むことができたか。 
（発信⼒）発表会でのプレゼンテーションの内容（PP、発表原稿、話し
⽅）を聴講者全員で評価する。 
（傾聴⼒）他者の発表をしっかり聞き、問題点や評価できる点を上げるこ
とができているかを質疑応答や提出プリントより判断する。 
（規律性） 
・学修意欲⽋如をきたす⾏動をせず、ルールを守ることができる。 
・⽋席した場合は、⽋席届を提出し、フォローレポート課題を⾏う。

Ａ：ファッション⽂化について、国別にとらえ、特徴が把握でき
ている。グループワークでは、主体的に取り組み、PP作成、発表
の仕⽅などを⼯夫したプレゼンテーションを⾏うことができる。 
Ｓ：上記に加えて、他者の発表を聞いて積極的な発⾔や的確な評
価ができ、前向きに取り組む姿勢がみられる。 

Ｂ：ファッション⽂化について、概要をとらえてい
る。グループワークでは、チームの⼀員として活動で
きた。他者の発表を聞いて、⾃分なりの評価ができ
る。 
Ｃ：上記の基準に対して、チーム活動では消極的な⾏
動が⾒られ、課題発表の内容に⼯夫が⾒られない。



ファッションと⽂化につい
てファッションを広義の意
味で捉えるための概要を説
明する。 

講義 
PPで実物映像によ
り解説する。 
 
 

（予習）シラバスを読
み、内容を把握する。
⽇本の⽂化の特徴をあ
げる。 
（復習）授業時のプリ
ントを⾒直し、⽇本⽂
化についてまとめる。

⽇本の⽂化について発
表することができる。 
他のグループの発表を
聞き、質問ができる。

（予習）発表原稿
を読む。 
（復習）発表内容
を振り返り、プリ
ントにまとめる。

⽇本の⽂化について発
表するためにＰＰにま
とめることができる。

（予習）発表原稿
を読み、練習す
る。 
（復習）ジャポニ
ズムの概要をプリ
ントにまとめる。

課題に対して調査を進
めることができる。

（予習）和服の課題
設定を考え、テーマ
を決める。 
（復習）まとめた内
容を振り返り、不⾜
課題を考える。

⽇本の⾐⽂化の特徴を
理解し、説明すること
ができる。

（予習）⾃分の七五
三の⾐裳を写真から
振り返る。 
（復習）家にある和
服について⾊、柄、
素材を観察し、プリ
ントにまとめる。

設定したかわいい⽂化を
調べることができる。 
 
 
 

（予習）発表練習
を⾏う。 
（復習）発表した
内容を振り返り、
感想をまとめる。

注目したいかわいい
ファッションアイテム
のかわいいキーワード
をまとめることでき
る。

（予習）かわいい
ファッションについ
て、5つのアイテム
を調べる。 
（復習）かわいい⽂
化の調査を⾏う。

かわいいファッション
を理解し、キーワード
で表現することができ
る。

（予習）かわいい
ファッションスタイ
ルを調べる。 
（復習）かわいい
ファッションスタイ
ルの特徴を調べる。

60 傾聴⼒ 
 
 
 
 
 

かわいいファッションにつ
いて① 
⽇本から発信されたスタイ
ルの特徴をとらえ、波及効
果を考えるかわいいスタイ
ルの意味を検討する。

演習、調査 
PPで実物映像によ
り解説し、ＫＪ法
を⽤いたテーマ
ワークを⾏う。

60 主体性 
課題発
⾒⼒ 
 
 

かわいい⽂化について② 
（グループワーク） 
注目したいファッションア
イテムを選択し、情報ワー
ドをまとめる。

演習 
グループ活動によ
り、アイテムにつ
いてまとめる。

60 主体性
課題発
⾒⼒ 
実⾏⼒ 
 

かわいい⽂化について③ 
アイテム別にまとめたかわいい
ファッションについて発表する 
他者の発表を聞いて、かわいい
⽂化をとらえる。 

演習、プレゼン
テーション 
グループワークで
調査し、ＰＰにま
とめ、発表する。 

60 創造⼒
発信⼒ 
規律性 
 
 

⽇本の⽂化について① 
和服の種類と名称を画像に
て解説し、⾊、柄、かたち
の特徴を説明する。

講義 
ＰＰにより内容を紹
介し、解説する 
内容をプリントにま
とめる。内容を確認
後フィードバックす
る。

60 課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
主体性 
 
 

⽇本の⽂化について② 
テーマ設定したジャポニズ
ムについて、役割分担して
調査する。 
（グループワーク）

演習（グループ
ワーク） 
教員の説明後にグ
ループで画像を収
集し、調査する。 

60 主体性 
発信⼒ 
 
 
 

⽇本の⽂化について③ 
テーマ設定したジャポニズ
ムについて調査内容をまと
める。

演習 
調査内容をPPにま
とめる。 
発表に向けて原稿
を作成する。

60 主体性 
課題発
⾒⼒ 
 

⽇本の⽂化について④ 
テーマ設定したジャポニズ
ムについて発表する。

演習、プレゼンテー
ション 
グループ単位で発表
する。発表について
は、全員で質疑応答
し、内容を深める。 

60 主体性
課題発
⾒⼒ 
規律性 
 
 

ファッション⽂化とは
何かを考え、⽇本特有
の⽂化を上げることが
できる。 



婚礼⾐裳と⽂化① 
⽇本の婚礼⾐裳について、変
遷、特徴、概要を学修する。 
 
 

⽇本の婚礼⾐裳の特徴
を説明するをことがで
きる。 
 
 

（予習）家族の婚
礼写真を調べ、特
徴をまとめる。 
（復習）⽇本の婚
礼⾐裳の特徴をま
とめる。

講義、演習 
PPにより説明後、和
装、洋装のスタイル
を調査し、まとめ
る。提出後、フィー
ドバックする。 

３か国以上の国別婚礼
⾐裳の特徴を考察する
ことができる。

（予習）海外の婚
礼⾐裳を調べ、画
像を保存する。 
（復習）国別の婚
礼⾐裳の特徴をま
とめる。

講義、演習 
PPにより説明後、国
別のスタイルを調査
し、まとめる。提出
後、フィードバック
する。

課題発表を⾏い、質疑
応答ができる。

（予習）原稿を読み
発表練習を⾏う。 
（復習）発表を振り
返り、感想をプリン
トにまとめる。

ＰＰで調査内容をまと
めることができ、発表
原稿を作成し、発表準
備ができる

（予習）ＰＰの内
容を確認し、制作
内容を考える 
（復習）ＰＰ、発
表原稿を振り返
り、完成させる

ＰＰで調査内容をまと
めることができる。 
 
 

（予習）発表⽤の
ＰＰの構成を考え
る。 
（復習）調査内容
をまとめる。

テーマ設定した内容を
調査することができ
る。 

（予習）調査⽅
法、⼿順を検討す
る。 
（復習）設定した
⽂化について調査
を⾏う。

テーマを考え、調査項
目を設定できる。

（予習）調査テー
マを考え設定す
る。 
（復習）興味のあ
る世界の⽂化を下
調べする。

60 傾聴⼒
発信⼒ 
 
 
 
 
 
 

婚礼⾐裳と⽂化② 
世界の婚礼⾐裳について、
地域ごとの特徴を学修す
る。

60 主体性 
課題発
⾒⼒ 
 
 

世界のファッションと⽂化① 
（個⼈ワーク） 
テーマを設定して世界の
ファッションと⽂化を調査す
る。 

演習、調査 
課題説明後に調査
項目を検討し、⽴
案する。

60 主体性
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 

世界のファッションと⽂化② 
（個⼈ワーク） 
設定したテーマについて各⾃
調査する。 
 

演習、調査 
パソコン、図書館
で各⾃調査する。 
計画案を提出後、
点検しフィード
バックする。

60 主体性
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 

世界のファッションと⽂化③ 
（個⼈ワーク） 
調査した内容をＰＰにまと
め、プレゼンテーションの準
備を⾏う。 

演習、調査 
発表内容のＰＰを作
成する。 
ＰＰ内容について中
間報告し、フィード
バックする。

60 主体性
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 

世界のファッションと⽂化
④ 
個⼈ワーク 
作成したＰＰに合わせて発
表原稿を考え、発表練習す
る。

演習、まとめ 
調査した内容をま
とめて、発表準備
する。

60 傾聴⼒
発信⼒ 
実⾏⼒ 
 

世界のファッションと⽂化
⑤ 
テーマ設定した内容を発表
する。

演習、プレゼンテー
ション、評価 
調査し、まとめた内容
を発表する。他者の発
表を評価する。 
発表シート提出後、内
容を確認し、フィード
バックする。

60 傾聴⼒
発信⼒ 
規律性 
 
 


